
富
士
五
湖
「
山
中
湖
」 

富
士
五
湖
め
ぐ
り 

  

東

 

西

 
 

南

 

北 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

で
は
桂
川
（
か
つ
ら
が
わ
）
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
中
湖

は
富
士
五
湖
で
唯
一 

天
然
の

流
出
河
川
を
持
っ
た
湖
で
も

あ
る
。
湖
面
の
形
は
北
を
上
に

し
て
見
る
と
鯨
の
形
に
似
て

い
る
。 

湖
面
標
高
が
高
く
、
ま
た

水
深
が
浅
い
こ
と
か
ら
、
厳
寒

期
に
は
全
面
結
氷
す
る
こ
と

も
あ
り
、
近
年
で
は
２
０
０
６

年
（
平
成
18
年
）
1
月
10
日

に
ほ
ぼ
全
面
の
結
氷
が
確
認

さ
れ
た
。 

砂
嘴
の
「
み
さ
き
」
（
通
称

大
間
々
岬
）
で
区
切
ら
れ
る
平

野
湾
処
（
ひ
ら
の
わ
ん
ど
）
は
水
深

が
浅
く
、
コ
イ
や
ウ
グ
イ
、
ワ

カ
サ
ギ
が
生
息
。
明
治
期
に
は

ヒ
メ
マ
ス
の
放
流
が
試
み
ら

れ
た
が
失
敗
し
、
１
９
１
９
年

（
大
正
8
年
）
に
、
東
京
帝
国

大
学
教
授
の
雨
宮
育
作
に
よ

り
、
ワ
カ
サ
ギ
の
試
験
放
流
が 

成
功
し
、
ウ
ナ
ギ
や
コ
イ
な 

ど
が
放
流
さ
れ
た
。
近
年
で

は
山
中
湖
漁
業
協
同
組
合
に

よ
り
養
殖
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
が
放
流
さ
れ
、
釣
り
人

が
多
く
訪
れ
る
。
比
較
的
、
波

が
穏
や
か
な
た
め
冬
期
は
結

氷
す
る
事
も
あ
り
、
ワ
カ
サ

ギ
の
穴
釣
り
が
楽
し
め
る
。 

ま
た
「
み
さ
き
」
の
ズ
ミ
の
大

木
は
山
中
湖
村
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

平
野
地
区
の
通
称
マ
マ

の
森
の
沖
合
に
は
、
フ
ジ
マ

リ
モ
が
生
息
す
る
こ
と
が
、

１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）

に
小
学
校
の
授
業
中
に
発
見

さ
れ
た
。
通
常
、
高
緯
度
地
方

に
生
息
す
る
マ
リ
モ
の
分
布

南
限
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山

梨
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
有
力

な
の
が
、
「
暦
が
変
わ
っ
た
」

説
だ
。
１
５
６
４
年
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
国
王
シ
ャ
ル
ル
９
世

に
よ
っ
て
、
４
月
１
日
を
新

年
と
す
る
そ
れ
ま
で
の
暦
か

ら
１
月
１
日
を
新
年
と
す
る

グ
ゴ
リ
オ
暦
に
暦
が
変
更
さ

れ
た
。 

       

そ
れ
ま
で
４
月
１
日
に
盛

大
に
新
年
の
お
祭
り
が
行
わ

れ
て
い
た
が
、
突
然
３
ヶ
月

も
前
倒
し
に
な
る
と
い
う
決

定
に
市
民
は
驚
き
、
反
発
。
そ

し
て
「
４
月
１
日
は
ウ
ソ
の 

新
年
だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
が
４
月
１

日
に
嘘
を
つ
い
て
も
い
い
日

と
な
っ
た
の
が
一
説
な
の
だ

と
言
わ
れ
る
。 

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
の
修
行

説
、
ノ
ア
の
箱
舟
説
様
々
な

説
も
あ
る
。 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

 

四
月
と
云
え
ば
、
日
本
の

場
合
、
桜
の
話
題
は
は
ず
せ

な
い
で
し
ょ
う
。
気
象
庁
の

今
年
の
開
花
予
想
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
と
思
う
。 

「
今
冬
は
、
た
び
た
び
非

常
に
強
い
寒
気
が
流
れ
込
み

ま
し
た
が
、
冬
の
入
り
口
で

あ
る
11
月
の
気
温
が
か
な

り
高
か
っ
た
た
め
、
休
眠
打

破
は
鈍
め
の
所
が
多
い
と
み

ら
れ
ま
す
。
２
月
は
気
温
が

か
な
り
高
く
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
先
３
月
も
高
い
状

態
が
続
く
見
込
み
で
、
こ
の

た
め
、
休
眠
打
破
が
鈍
い
影 

小
池
都
知
事
は
こ
う
云
う

「
み
な
さ
ん
、
月
や
花
は
目
で

見
る
も
の
ば
か
り
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
今
春
は
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
し
な
が
ら
で
も
、
月
や
花
を

心
に
思
い
描
け
ば
、
情
趣
を
十

分
味
わ
え
る
の
で
す
よ･･･

」 

悩
ま
し
い
の
は
満
開
の
予
想

日
が
解
除
と
重
な
る
こ
と
だ
。

 
 
 
 
 
 

Ｋ
ド
ラ
ゴ
ン 

響
よ
り
も
２
月
３
月
の
大
幅

な
高
温
の
影
響
が
大
き
い
た

め
、
開
花
は
平
年
よ
り
か
な
り

早
く
な
り
そ
う
で
す
。
」 

そ
ん
な
予
想
の
中
、
広
島

県
で
は
日
本
中
で
最
も
早
く

３
月
１１
日
に
開
花
宣
言
が
な

さ
れ
、
東
京
で
も
１４
日
に
開

花
が
発
表
会
さ
れ
た
。 

緊
急
事
態
は
３
月
２１
日
に

は
解
除
（
現
況
で
の
解
除
は
賛

否
も
両
論
、
尚
早
で
あ
る
と
の

意
見
も
多
か
っ
た
）
さ
れ
た
が

以
前
の
様
な
、
お
花
見
会
は
と

て
も
出
来
な
い
だ
ろ
う
。 

淡
い
ピ
ン
ク
の
花
が
ぽ
つ

ぽ
つ
と
咲
き
。
甘
い
匂
い
を
漂

わ
せ
な
が
ら
、
お
い
で
お
い
で

と
誘
惑
す
る
。 

エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
は 

ウ
ソ
の
新
年
？ 

４
月
１
日
の
エ
イ
プ
リ

ル
フ
ー
ル
は
日
本
で
も
お
馴

染
み
の
風
習
だ
。
日
本
語
に

直
訳
す
る
と
「
四
月
馬
鹿
」
。

推
理
作
家
・
横
溝
正
史
が
１

９
２
１
年
に
発
表
し
た
処
女

作
に
『
恐
ろ
し
き
四
月
馬
鹿
』

と
い
う
題
名
を
つ
け
て
い
る

こ
と
か
ら
こ
の
時
代
に
は
日

本
で
も
「
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー

ル
」
と
い
う
言
葉
が
知
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
一

体
い
つ
頃
か
ら
あ
る
風
習
な

の
だ
ろ
う
か
？ 

実
は
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー

ル
の
起
源
は
は
っ
き
り
し
て

お
ら
ず
、
多
く
の
説
が
伝
え 

郡
山
中
湖
村
の
中
央
に
位
置

す
る
。 

形
が
牛
に
似
て
い
る
の

で
、
別
名
臥
牛
湖
で
あ
る
。 

ま
た
、
山
中
湖
は
相
模
川

の
源
流
で
あ
る
。 

な
お
、
相
模
川
は
山
梨
県 

山
中
湖 

山
中
湖
（
や
ま
な
か
こ
）
は
、

山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖
村

に
あ
る
淡
水
湖
。
富
士
五
湖

の
ひ
と
つ
。
面
積
は
６
・
５

７
km2
あ
り
、
富
士
五
湖
の
中

で
最
大
の
面
積
を
持
つ
。
ま

た
、
湖
面
の
標
高
は
富
士
五

湖
の
中
で
は
最
も
高
い
位
置

に
あ
り
、
日
本
全
体
で
も
第

３
位
。
逆
に
水
深
は
富
士
五

湖
の
中
で
最
も
浅
い
１
３
・

３
m
。
富
士
箱
根
伊
豆
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

「
富
士
山-

信
仰
の
対
象
と

芸
術
の
源
泉
」
の
構
成
資
産

の
一
部
と
し
て
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。 

富
士
北
麓
に
点
在
す
る

富
士
五
湖
の
中
で
は
も
っ
と

も
南
東
に
位
置
し
、
南
都
留 
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利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  
旧
満
州
開
拓
と 

同
級
生
の
死 

私
の
生
ま
れ
た
信
州
冨
士

見
村
（
現
町
）
は
戸
数
三
十
三

戸
の
寒
村
で
耕
す
農
地
が
少

な
い
の
で
、
政
府
拓
務
者
の

勧
め
て
い
た
旧
満
州
国
の
開

拓
に
賛
同
し
た
父
は
、
祖
父

母
と
長
兄
三
人
を
残
し
、
昭

和
十
六
年
五
月
、
同
じ
村
の

家
族
達
と
、
新
潟
港
か
ら
「
白

山
丸(

四
千
九
百
ト
ン)

」
の

船
で
現
北
朝
鮮
の
羅
津
港
を

目
指
し
て
出
港
し
二
日
程
の

航
海
で
羅
津
へ
上
陸
。
汽
車

に
乗
り
替
え
て
「
哈
爾
濱(

ハ

ル
ピ
ン)

」へ
到
着
。今
度
は「
松

花
江
」
を
船
で
下
っ
て
「
木

蘭
」
と
云
う
港
町
で
下
船
、
そ

こ
か
ら
二
十
キ
ロ
ほ
ど
離
れ

た
所
に
出
来
て
い
た
「
浜
江

省
木
蘭
県
王
家
屯
開
拓
団
」 

 
 

  

に
到
着
し
た
。
そ
れ
か
ら
二

年
後
、
共
同
生
活
か
ら
脱
し
、

新
し
い
部
落
が
出
来
、
個
人

経
営
に
移
行
し
、
前
田
源
作

氏
が
住
む
五
常
県
山
河
で
、

秋
の
収
穫
ま
で
稲
作
り
の
実

習
生
と
し
て
過
ご
し
た
。
幸

い
に
こ
の
年
の
品
評
会
で
一

位
の
賞
を
貰
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
又
前
田
氏
の
実
弟
、
前
田

松
次
郎
氏
の
哈
爾
濱
郊
外
、

王
岡(
ワ
ン
ガ
ン)

の
農
場
で
、

同
級
生
だ
っ
た
金
井
忠
茂
、

福
島
元
両
君
も
私
と
同
じ
実

習
生
と
し
て
住
み
込
み
、
主

と
し
て
大
豆
、
小
麦
な
ど
の

畑
作
を
一
年
間
働
い
た
。 

そ
し
て
年
昭
和
十
九
年
の

十
二
月
に
一
緒
帰
国
し
た
。

 

次
の
年
二
十
年
四
月
に
木

蘭
に
行
き
、
新
設
の
県
立
農

商
の
一
期
生
と
し
て
、
団
の

七
名
ほ
ど
の
生
徒
と
入
学
し

た
。
午
前
に
授
業
、
午
后
は
畑

の
仕
事
な
ど
で
、
八
月
十
五 

日
の
終
戦
日
を
迎
え
、
学
校 

  
 

  

は
閉
校
、
そ
の
夜
、
街
の
日
本

人
は
皆
殺
し
と
云
う
言
葉
に

慌
て
て
、
夜
中
に
街
を
逃
げ

出
し
一
晩
中
歩
い
て
開
拓
団

の
自
宅
へ
帰
り
着
い
た
の
が

二
十
一
日
の
朝
八
時
頃
。 

そ
の
後
三
、
四
日
は
毎
日

現
地
人
の
攻
撃
を
受
け
二
十

日
に
は
折
角
造
っ
た
家
を
捨

て
て
、
病
院
ま
で
一
三
〇
〇

米
ほ
ど
の
道
を
、
家
族
を
守

り
な
が
ら
の
逃
亡
だ
っ
た
。

 

病
院
に
着
く
と
先
述
し
た

同
級
生
忠
茂
君
が
暴
徒
に
殺

さ
れ
た
と
の
報
に
接
し
、
直

ち
に
応
援
に
向
か
っ
た
が
途

る
一
行
と
出
逢
い
一
緒
に
引

き
上
げ
た
の
だ
っ
た
。
余
り

に
も
早
過
ぎ
る
死
に
、
今
で

も
口
惜
し
く
て
残
念
な
想
い

は
消
え
な
い
。 

 （
註
）
長
野
県
は
全
国
一
の
開
拓

県
。
冨
士
見
村
の
九
百
名
の
内
三
百

名
程
は
未
帰
還
で
あ
る
。 

乗
せ
る
な
ん
て
大
業
は
と
て

も
神
様
で
な
け
れ
ば
出
来
ま

せ
ん
。
恐
る
べ
き
快
力
！
と

て
も
人
間
業
で
は
無
理
で

す
。
神
様
は
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
す
ね
。 

目
に
見
え
な
い
存
在
と
い

う
も
の
が
有
る
の
で
す
ね
。

き
っ
と
有
る
の
で
す
！ 

一
目
、お
会
い
し
た
い
で
す
。

何
処
へ
行
け
ば
お
会
い
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か

教
え
て
下
さ
い
。 

今
、
大
き
な
空
を
見
上
げ

て
い
ま
す
。
美
し
い
青
空
で

す
。
ど
こ
ま
で
も
続
く
不
思

議
な
空
間
で
す
。
白
い
雲
が

浮
か
ぶ
実
に
広
い
広
が
り
で

す
。
白
い
雲
と
一
緒
に
浮
か

び
た
い
で
す
。 

「
お
ー
い
雲
よ
！
」誰
か
が

呼
び
か
け
た
様
に
浮
か
び
た

い
よ
！
そ
し
て
何
処
ま
で
も

旅
が
出
来
た
ら
！
ど
こ
ま
で 

②
卵
と
玉
子 

「
飼
っ
て
い
た
鳥
が
卵
を

産
ん
だ
」
と
は
書
く
が
「
玉

子
を
生
ん
だ
」
と
は
書
か
な

い
。
で
は
な
ぜ
「
玉
子
」
と

い
う
表
記
が
あ
る
の
だ
ろ

う
？ 卵

と
玉
子
の
表
記
に
明
確

な
線
引
き
は
な
い
。「
生
物
学

的
に
は
卵
」「
食
材
と
し
て
は

玉
子
」
と
す
る
の
が
一
般
的

だ
。 

「
た
ま
ご
を
産
ん
だ
」「
た

ま
ご
が
孵
っ
た
」
と
い
う
場

合
は
「
卵
」
を
「
た
ま
ご
焼

き
」「
た
ま
ご
が
安
い
」
と
い

っ
た
場
合
は
「
玉
子
」
を
使

う
と
い
い
だ
ろ
う
。 

 
 

徳
川
家
康 

徳
川 

家
康
は
、
戦
国
時
代

か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け

て
の
武
将
・
戦
国
大
名
・
天
下

人
。
安
祥
松
平
家
9
代
当
主

で
徳
川
家
や
徳
川
将
軍
家
、

御
三
家
の
始
祖
。
旧
称
は
松

平
元
康
（
ま
つ
だ
い
ら 

も
と
や

す
）
。
戦
国
時
代
に
終
止
符
を

打
ち
、
朝
廷
よ
り
征
夷
大
将

軍
に
任
せ
ら
れ
、
１
６
０
３

年
、
２
６
０
年
間
続
く
江
戸

幕
府
を
開
い
た
。
三
英
傑
の

一
人
で
あ
る
。 

家
系
は
三
河
国
の
国
人
土

豪
・
松
平
氏
。
幼
名
は
竹
千 

代
。
通
称
は
次
郎
三
郎
の
ち 

に
蔵
人
佐
。
諱
は
今
川
義
元

よ
り
偏
諱
を
受
け
て
元
信

（
も
と
の
ぶ
）
次
い
で
元
康
と
名

乗
る
が
、
今
川
氏
か
ら
独
立

し
た
際
に
「
元
」
を
返
上
し

て
家
康
に
改
め
る
。 

勅
許
さ
れ
永
禄
9
年
12

月
29
日
に
徳
川
氏
に
改
姓
。

本
姓
は
私
的
に
は
源
氏
を
称

し
て
い
た
。
従
五
位
の
叙
位

に
際
し
藤
原
氏
と
称
し
、
豊

臣
政
権
で
は
豊
臣
氏
を
称
し

た
形
跡
も
あ
る
が
、
天
正
16

年
以
降
に
源
氏
を
再
び
称
し

て
い
る
。 

 

幼
少
期
を
織
田
氏
つ
い
で

今
川
氏
の
下
で
人
質
と
し
て 

過
ご
す
。
永
禄
3
年
、
桶
狭

間
の
戦
い
で
の
今
川
義
元
の

討
死
を
機
に
今
川
氏
か
ら
独

立
し
て
織
田
信
長
と
同
盟
を

結
び
、
三
河
国
・
遠
江
国
に
版

図
を
広
げ
る
。 
信
長
が
天
正

10
年
に
本
能
寺
の
変
に
お

い
て
死
亡
す
る
と
天
正
壬
午

の
乱
を
制
し
て
甲
斐
国
・
信

濃
国
を
手
中
に
収
め
る
。 

信
長
没
後
に
勢
力
を
伸
張

し
た
豊
臣
秀
吉
と
小
牧
・
長

久
手
の
戦
い
で
対
峙
す
る

が
、
後
に
秀
吉
に
臣
従
。
小
田

原
征
伐
後
は
後
北
条
氏
の
旧

領
関
東
へ
の
転
封
を
命
ぜ
ら

れ
豊
臣
政
権
下
で
最
大
の
領

地
を
得
る
。 

 

秀
吉
晩
年
に
は
五
大
老
に

列
せ
ら
れ
大
老
筆
頭
と
な

る
。
秀
吉
没
後
の
慶
長
5
年

に
関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て

西
軍
に
勝
利
。
慶
長
8
年
に

征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
武

蔵
国
江
戸
に
幕
府
を
開
く
。 

慶
長
20

年
に
豊
臣
氏
を

滅
亡
さ
せ
、
日
本
全
国
を
支

配
す
る
体
制
を
確
立
。 

15
世
紀
後
半
に
起
こ
っ
た

応
仁
の
乱
か
ら
百
年
以
上
続

い
た
戦
乱
の
時
代
（
戦
国
時
代
・
安

土
桃
山
時
代
）
が
終
結
。 

家
康
が

そ
の
礎
を
築
い
た
江
戸
幕
府

を
中
心
と
す
る
統
治
体
制
は

後
に
幕
藩
体
制
と
称
さ
れ
２

６
４
年
間
続
く
江
戸
時
代
を

画
し
た
。 

死
後
は
日
光
東
照
宮
に
祀

ら
れ
、
薬
師
如
来
を
本
地
と
す

る
東
照
大
権
現
（
と
う
し
ょ
う
だ
い

ご
ん
げ
ん
）
と
し
て
神
格
化
さ

れ
、「
神
君
」(

し
ん
く
ん)

、「
東

照
宮
」(

と
う
し
ょ
う
ぐ
う)

、
「
権

現
様
」
（
ご
ん
げ
ん
さ
ま
）
と
も
呼

ば
れ
て
信
仰
さ
れ
る
。
ま
た
、

江
戸
幕
府
の
祖
と
し
て
「
神

祖
」、「
烈
祖
」、
な
ど
と
も
称
さ

れ
た
。 

戦
国
武
将 

ヒ
ス
ト
リ
ー 

雑 

学 

館 
滝
井 

和
子
（
水
） 

「
野
球
帽
デ
ニ
ム
の
ジ
ャ
ン
パ

ー
身
に
つ
け
て
風
と
た
わ
む
る

吾
子
は
三
才
」
と
詠
ん
で
か
ら
五

十
年
。
今
は
私
の
手
を
ひ
い
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
く

つ
に
な
っ
て
も
子
供
は
か
わ
い

い
私
の
宝
物
で
す
。 

①
そ
う
め
ん
と
冷
麦 

夏
場
、
暑
く
て
食
欲
が
な

い
時
に
重
宝
す
る
の
が
冷
麦

や
そ
う
め
ん
の
冷
た
い
麺

類
。こ
の
そ
う
め
ん
と
冷
麦
、

ど
ち
ら
も
細
く
白
い
麺
だ

が
、
太
さ
に
違
い
が
あ
る
。

こ
れ
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
農
林

規
格
）
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

て
。
い
る
１・３
ミ
リ
未
満
が
そ

う
め
ん
１・３
ミ
リ
以
上
～
１・７

ミ
リ
未
満
が
冷
麦
と
す
る
。

製
法
も
異
な
り
が
あ
る
。
材

料
は
と
も
に
小
麦
粉
で
、
食

塩
水
で
練
り
上
げ
る
ま
で
は

同
じ
だ
が
・
そ
う
め
ん
は
油

を
塗
り
な
が
ら
細
く
長
く
引

き
伸
ば
し
て
い
き
、
冷
麦
は

綿
棒
で
延
ば
し
た
後
に
細
く

切
っ
て
い
く
。
こ
ち
ら
は
油

を
使
わ
な
い
。 

 
 

ど
こ
ま
で
も
行
き
た
い
よ
！

楽
し
い
だ
ろ
う
ね
！
ど
こ
ま

で
も
、
ど
こ
ま
で
も
大
空
を
旅

す
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、
ほ
ん

と
う
に
素
晴
ら
し
い
よ
ね 

無
限
の
世
界
に
ね
！
無
限

世
界
！
無
限
世
界
に
ね
！
行

き
着
く
こ
と
が
な
い
世
界
、
そ

ん
な
無
限
の
空
間
が
あ
っ
た

ら
？ 絶

対
の
世
界
に
行
っ
て
見

た
い
！
絶
対
に
ね
！ 

ど
ん
な
空
間
が
広
が
っ
て

い
る
の
か
な
！
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。 

や
っ
ぱ
り
見
た
い
ね
！ 

目
が
醒
め
る
の
か
な
？ 

 

２
０
２
１
年
３
月
２
日 

昨
夜
は
突
然
の
大
風
に
驚

き
目
が
覚
め
ま
し
た
。 

二
十
代
の
頃
、
新
潟
県
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
秋
の
台

風
が
、
ゴ
ー
と
大
き
な
音
を

立
て
て
突
然
吹
い
て
き
て
、

当
時
下
宿
し
て
い
た
宿
の
大

杉
が
幹
の
途
中
か
ら
真
っ
二

つ
に
折
れ
た
事
を
思
い
出
し

ま
し
た
。 

四
～
五
十
セ
ン
チ
も
あ
る

大
木
を
途
中
か
ら
へ
し
折
る

風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
き
、

あ
き
れ
敬
服
し
ま
し
た
。
台

風
が
去
っ
て
外
に
出
る
と
、

向
か
い
の
家
の
屋
根
が
隣
の

屋
根
に
乗
っ
か
っ
て
い
て
、

ま
た
ま
た
驚
き
ま
し
た
。
あ

の
重
い
屋
根
を
持
ち
上
げ
て

隣
の
家
に 

  

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
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